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◆目的

◆研究内容

◆研究成果

◆背景

脳計測による感性の推定は高性能だが，
日常の環境での脳計測は容易ではない

画像や音声など情報取得が容易な特性
（代用特性）による感性推定を目指す

• 複数の代用特性の組み合わせによる感性推定を実現する
• ヒューマンコミュニケーションシステムに実装できるようにリアルタイムに近い処理時間を実現する

表情変化からの
感情推定結果

テキスト情報からの
感情推定結果

音声からの
感情推定結果

撮影動画

約40msec間隔で
静止顔画像を
切り出す

音声波形

機械学習により１１種類
の感情クラスに分類

感情語とのマッチングおよび
否定表現と係り受け表現の考慮

(嬉しい，楽しい，
リラックス，冷静，
不安，怒り，恐れ，
嫌悪，軽蔑，
疲れた，悲しい)

顔表情処理

音響情報処理 文字列処理

感情推定システム

表情の変化から発話時間全体の
話者感情を推定

感情極性辞書

静止顔画像からの表情推定処理
（無，喜，驚，怒，悲）

静止画
音声波形から336次元の音響的特徴量を
計算

機械学習用
音声データ

音声認識により発話文字列を抽出

形態素解析し，各語の原形を抽出

(快，中立，不快)

①同じ感情生起状況から脳計測情報と代用
特性情報を同時に収集

②第三者による評定や演技による感情表出ではない，
発話者自身による感情評定を正解とする機械学習


